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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

情報処理センター職員を兼務し、学内の情報インフラの利活用に関わる業務に携わった。
学内委員としては、国際交流委員会および同委員会のワーキンググループのメンバーとし
て、本学の国際交流の促進に関わり、全学対象で行われた国際交流意識調査アンケートの
実施および集計と分析を担当したほか、カリキュラム改革実行委員、全学教務委員を担当
し、学内業務に従事した。クラブ顧問としてハンドボール部の顧問を担当した。

　【研究上の特記事項】

平成26年度は、奈良大学研究助成を受けて、奈良大学図書館所蔵「北村文庫」のガラス乾
板のデジタル・アーカイブを行った。また、基礎研究に関わる事として、平成27年３月14
日には、自身が主催する「時間GIS研究会」を開催し、GISにおける時間概念に関する研究
会を開催した。

　【教育上の特記事項】

学外での調査には、積極的に学生を同行させ、地域の諸問題を一緒に考える機会を作ると
ともに、学期末には学外の企業関係者等を招いて卒業論文研究発表会および巡検報告会を
開催している。講義外でのこうした取り組みを通して、社会で生きていくための基礎的技
術と問題意識の向上に努めている。

　【社会的活動】
ボランティア講師として、年数会の奈良県下の保健師のためのGIS講座の開催や、学外の
民間企業およびNPO法人、地方の博物館等との連携も行い、地域社会の様々な問題に取り
組むとともに、GISを中心とした様々な情報通信技術の地域社会への還元に務めた。

授業科目

学部担当科目

・地理学実習
・地理学講読・調査法（六）
・地理学演習（六）
・地理学卒業演習（六）
・地理情報システムII
・地理情報システム技法

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・担当無し

大学院博士後期課程
担当科目

・担当無し

通信教育部担当科目 ・地理情報システム

所属学会 地理情報システム学会、日本写真測量学会

専門分野 文化情報学

研究課題

①ウェーバー社会学の方法とオブジェクト指向GISの融合（理念型モデル化分析法）に関
わる研究、②低コストかつ効率的なマルチメディア・アーカイブの方法開発、③
RaspberryPiを用いた野外調査システムの開発、④地理情報標準に関する研究、⑤地域活
性とグローカル教育に関する研究、⑥米国地理雑誌『ナショナル・ジオグラフィック』に
関わる研究、⑦『平尾釟三郎日記』の分析研究
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最終学歴 同志社大学大学院文化情報学研究科

取得学位 博士（文化情報学）
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②招待講演「科学技術と地域
活性の課題」

2015年3月

NPO法人アンダンテ21
主題「高津川流域ト
レイルルート作成事
業セミナー」

招待講演として、過疎化および都市
一極集中に関する問題、およびITC
を用いた地域活性に関する内容を発
表した。

（その他）

①パネルディスカッション｢
オープンデータや GIS 利活
用の可能性と課題｣

2015年2月

奈良大学文学部地理
学科、電子自治体ア
ドバイザークラブ主
催「オープンデータ
とGISで考える地域の
姿ワークショップ」

パネルディスカッションにて司会を
担当し、議論の展開を行った。

②オープンデータとGISで考
える地域の姿

2015年2月

奈良大学文学部地理
学科、電子自治体ア
ドバイザークラブ主
催「オープンデータ
とGISで考える地域の
姿ワークショップ」

基調講演として、国土数値情報や総
務省統計局のデータを用いて、地方
の過疎問題と都市一極集中について
論じ、シンポジウムのテーマの明確
化を行った。

③理念型モデル化分析法にお
ける時間概念について

2015年3月 時間GIS研究会

自身が主催する研究会で、文化事象
を扱うための時間概念について整理
を行い、時間概念の実装方法に関す
る様々な問題を提示した。

（学会発表）

①Constructing Local
Knowledge through Low-cost
DIY Methods

2014年11月

International
Conference on
Science, Technology
and Innovation
Policy, At Delhi,
India

学会から招待を受け、招待講演を
行った。日本における人口問題につ
いて紹介するとともに、情報通信技
術におけるオープンテクノロジの観
点から今後の大学教育のあり方や地
方再生ビジネスの可能性について講
演した。

②方言録音資料のデジタル化
ポリシーの必要性

2015年3月 奈良大地理 方言調査で得られる音声データの取
り扱いについて、32bitフローティ
ングの可能性および国際標準に準拠
したメタデータ記述の必要性につい
て論じた。

（学術論文）

①奈良大学図書館所蔵「北村
信昭文庫」写真乾板資料のデ
ジタル化について
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